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　本連載では市販のマイコン・ボードを使用し，最新
の開発環境を使ったC言語とリアルタイムOSによる
プログラミングを解説していきます．リアルタイム
OSに は 国 際 標 準 規 格IEEE 2050-2018準 拠 のμT- 
Kernel 3.0を使用します．

今回やること

● タスクの追加によりペリフェラル制御機能を
拡張する

　μT-Kernel 3.0のアプリケーション・プログラムは，
複数のタスクからなるマルチタスクのプログラムとし
て作るのが一般的です．

マルチタスク・プログラムのメリットの1つに，機
能の拡張や変更が容易であることが挙げられます．タ
スクの追加により機能を拡張でき，追加されるタスク
が独立した機能であれば既存のタスクへの影響も抑え
られます．また，個々のタスクを修正することによ
り，プログラム全体に影響を最小限に機能の変更がで
きます．
　今回は，これまで作成してきた温度・湿度センサと
ディスプレイを制御するアプリケーション・プログラ
ムにA-D変換やUART通信の機能を追加します．さ
ら にµT-Kernel 3.0のBSP（Board Support Package）
に備わっていないペリフェラルの制御をマイコン・
メーカが提供するファームウェアを使って行う方法を
説明します．

● 使用するマイコン・ボード
マイコン・ボードは，これまで使ってきたSTM32

Nucleoボード（STマイクロエレクトロニクス）や
Arduino UNO R4 Minima（Arduino）を使用できます．
　今回はさらにFPB-RA4E1（ルネサス エレクトロニ
クス）にも対応します．このボードは，Arduino UNO
R4に搭載されたマイコンと同シリーズのRA4E1（ル
ネサス エレクトロニクス）が搭載されており，ほぼ同
じ手順でプログラミングを行うことができます．また
ボードにJ-Linkの機能が備わっているので，デバッ
グ・プローブを別に用意する必要がありません．本連
載に連動して，FPB-RA4E1のプレゼントを用意しま
したのでぜひご応募ください．
　FPB-RA4E1用のμT-Kernel 3.0 BSP2のサンプル・
プロジェクトは，次のGitHubのリポジトリからダウ
ン ロ ー ド で き ま す． フ ァ イ ル 名 はmtk3bsp2_
ra4e1_fpb.zipです．
https://github.com/tron-forum/
mtk3bsp2_samples/blob/main/IDE_
Projects

ステップ①	
…A-D変換の機能を追加する

　今回はこれまでに作成したアプリケーション・プロ
グラムに，マイコン内蔵のA-Dコンバータを使って
アナログ出力のセンサを制御する機能を追加します．

ま ずA-D変 換 制 御 タ ス ク を 新 た に 作 成 し ま す
（図1）．このタスクが取得したセンサの値をディスプ
レイに表示するため，ディスプレイ制御タスクを変更
します．温度湿度センサ制御タスクは変更する必要は
ありません．

● 今回使用するパーツと接続
アナログ出力のセンサはさまざまな種類がありま

す．今回は光の明るさに応じて出力するアナログ信号
の電圧が変化する光センサを使用します．センサから
の信号をマイコン内蔵のA-Dコンバータを使って値
を読み取ります．アナログ信号を出力するタイプであ
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本連載のサポート・ページを公開中です． 
https://interface.cqpub.co.jp/clangrtos/
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図1　A-D変換制御タスクとUART通信タスクを追加
矢印はタスク間のデータのやり取りを示す

UART通信
タスク

グローバル変数
センサ・データ

ご購入はこちら

https://shop.cqpub.co.jp/hanbai/booklist/series/Interface/
https://interface.cqpub.co.jp/magazine/202601/



